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５－１　ボツワナ社会の概要５－１　ボツワナ社会の概要

((１１)) 人口人口

　　19911991年の国勢調査によると、ボツワナの人口は年の国勢調査によると、ボツワナの人口は132132万万6,7966,796人で人で19811981年の国勢調査に比年の国勢調査に比

べべ4141％増加しており（年増加率％増加しており（年増加率3.53.5％％))、、20012001年には年には169169万万3,9703,970人になると予測されてい人になると予測されてい

る（年増加率る（年増加率2.52.5％％))。。19811981年には全人口の年には全人口の17.717.7％が都市に居住していたが、％が都市に居住していたが、19911991年には年には

45.745.7％に増加している。％に増加している。19911991年の世帯数は年の世帯数は2727万万6,2096,209で、一世帯当たりの人数は都市部でで、一世帯当たりの人数は都市部で

4.224.22人、農村部では人、農村部では5.275.27人であった（表５－１人であった（表５－１))。。

　人口密度は１　人口密度は１kmkm 22当たり当たり2.32.3人で、アフリカでも最も人口密度が低い国の１つである。し人で、アフリカでも最も人口密度が低い国の１つである。し

かし人口のかし人口の8585％以上は東部国境沿いに居住しており、そこでは１％以上は東部国境沿いに居住しており、そこでは１kmkm 22当たり当たり2020人を超えて人を超えて

いる（図５－１いる（図５－１))。地域別に見ると家庭用ＰＶシステムが農村電化に最も効果的なのは、。地域別に見ると家庭用ＰＶシステムが農村電化に最も効果的なのは、

人口密度の低い南西部や北西部、北部であろう。しかし人口密度の高い地方でも、幹線人口密度の低い南西部や北西部、北部であろう。しかし人口密度の高い地方でも、幹線

道路から離れたところでは人口密度の低い村落が多い。道路から離れたところでは人口密度の低い村落が多い。

((２２)) 集落集落

　ボツワナの行政制度では、集落は都市と村落から構成されている。都市とされるのは、　ボツワナの行政制度では、集落は都市と村落から構成されている。都市とされるのは、

ハボローネ市、及びフランシスタウン、ロバツェ、セレビ・ピクウェ、オラパ、ジュワハボローネ市、及びフランシスタウン、ロバツェ、セレビ・ピクウェ、オラパ、ジュワ

ネング、ソワの６町である。また村落部は、南部、北西、ガンジー、ガラガディ、中部、ネング、ソワの６町である。また村落部は、南部、北西、ガンジー、ガラガディ、中部、

ガトレング、南東、クウェネング、北東の９地方ガトレング、南東、クウェネング、北東の９地方districtdistrictから構成されており、各地方から構成されており、各地方

の中に計の中に計40 04 0 0ほどの村がある。ほどの村がある。

　村についての公式の定義はないが、国勢調査では公的に名前を与えられた居住区をそ　村についての公式の定義はないが、国勢調査では公的に名前を与えられた居住区をそ

う呼んでいる。部族行政組織う呼んでいる。部族行政組織The Tribal AdministrationThe Tribal Administration、地方行政組織、地方議会、地方行政組織、地方議会

District CouncilDistrict Councilがこのような居住区の統治に責任をとっている。村は普通何らかの行がこのような居住区の統治に責任をとっている。村は普通何らかの行

政的ないし社会的な特徴、例えば部族の権力者、部族行政組織の役人、公的機関などを政的ないし社会的な特徴、例えば部族の権力者、部族行政組織の役人、公的機関などを

持っている。持っている。

((３３)) ＮＳＰＮＳＰ

　政府は国家居住地政策（ＮＳＰ）に基づき、経済力、人口、自然資源の利用可能性、　政府は国家居住地政策（ＮＳＰ）に基づき、経済力、人口、自然資源の利用可能性、

インフラストラクチャー、集落の中心地としての役割という観点から、集落の中心性のインフラストラクチャー、集落の中心地としての役割という観点から、集落の中心性の

レベルを３段階に区分している。レベルを３段階に区分している。

　第一次中心地は、人口２万人以上の集落で、高い発展可能性を持っているとされてい　第一次中心地は、人口２万人以上の集落で、高い発展可能性を持っているとされてい

る。これに含まれるのは、首都ハボローネ、フランシスタウン、ロバツェ、セレビ・ピる。これに含まれるのは、首都ハボローネ、フランシスタウン、ロバツェ、セレビ・ピ
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